









   
氏 名 香川 涼亮  
学 位 の 種 類 博 士（社会経済） 
学 位 記 番 号 博 甲 第  9396  号 
学 位 授 与 年 月 日 令和 2年 3月 25日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項該当 




主  査 筑波大学 准教授 Ph.D. in Regional Science 太田 充 
副  査 筑波大学 教授 博士 (学術) 秋山 英三 
副  査 筑波大学 准教授 Ph.D.in Economics Stephen John Turnbull 
副  査 筑波大学 准教授 博士 (学術） 奥島 真一郎 
副  査 一橋大学 准教授 博士 (経済学) 中島 賢太郎 
論 文 の 要 旨 
 本論は主に 2 つのことを明らかにすることを目的としている。一つは、第 2 章において、2020 年
の夏季オリンピック・パラリンピックの東京開催決定が居住地価格に与えた影響として、オリンピッ
クの開催決定直後の都市開発や長期的な経済効果に対する期待の現在価値による地価の上昇分とし
て、選手村を中心とするエリアでどの程度地価が上昇したのかを、2010 年から 2015 年までの公示
地価の情報を用いて、2013 年 9 月の開催結果直後に選手村を中心とする開催地域の地価がどの程度
上昇したのかを測定することであった。推定の結果、2015年には、選手村付近では 8.0％、半径 12km 
以内では平均で約 3.0％の地価上昇が確認された。さらに、選手村の半径 12km 以内の平均として約 
1.6％の有意な地価の上昇を観察した。 









































令和 2年 2月 4日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会経済）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
 
